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(57)【要約】
カラー画像化システムを用いたプリントを改善するため
のシステム及び方法が提供される。その自動カラー改善
システムは、伝統的な写真画像処理における写真のよう
なカラー及びトーンスケールのＲＧＢコード化ピクチャ
エレメントへの再現の支配権を握る特別なプロファイル
及び調節であり、電子写真処理媒体ＩＣＣプロファイル
との一体化に用いられる特別なプロファイル及び調節を
用いることによって、写真のような“ルック・アンド・
フィール”を有するデジタルプリントをもたらす。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像キャプチャ装置によってキャプチャされ且つモノクロ又はカラー画像を形成するプ
リンタで受け部材にプリントされるデジタル画像を改善する方法であって：
　（ａ）ＲＧＢコード化ピクチャエレメントを用いるキャプチャ装置によってキャプチャ
されたデジタル画像からＲＧＢ入力装置プロファイルを受けるステップ；
　（ｂ）ＲＧＢ入力装置プロファイルを用いるＲＧＢコード化ピクチャエレメントを、入
力装置によって限定されるプロファイル接続空間（ＰＣＳ）コード化ピクチャエレメント
に変換するステップ；
　（ｃ）複数の写真処理装置ＲＧＢ変換から一対の変換を選択し、且つ、入力装置限定Ｐ
ＣＳにおける変換されたＰＣＳコード化ピクチャエレメントを、写真処理限定ＰＣＳ空間
における別のＰＣＳコード化ピクチャエレメントに切り換えるべく、そのような選択され
た対変換を用いるステップ；
　（ｄ）前記写真処理限定ＰＣＳ空間におけるカラーの前記ＰＣＳコード化ピクチャエレ
メントを調節するステップ；
　（ｅ）前記プリンタから（任意の受け部材に任意の仕上がりで）プリントされるときに
色及び色調の再現のために補正される新たなデジタル画像を創出するために、前記ＰＣＳ
コード化ピクチャエレメントで変換されたデジタル画像を補正するステップ；及び
　（ｆ）該補正され変換されたデジタル画像を前記プリンタによって任意の受け部材に任
意の仕上がりでプリントするために前記プリンタを用いるステップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　透明乾燥インクで上塗りするステップを更に有する、
　請求項１の方法。
【請求項３】
　前記画像キャプチャ装置は、デジタルカメラである、
　請求項１の方法。
【請求項４】
　前記プリンタは、インクジェットプリンタである、
　請求項１の方法。
【請求項５】
　前記プリンタは、電子写真プリンタである、
　請求項１の方法。
【請求項６】
　色相、彩度、輝度、メモリカラー、ホワイトポイント、プライマリカラー、クリアコー
ト補償、及び表面条件補償のうちの１つ以上を調節するステップを更に有する、
　請求項１の方法。
【請求項７】
　スライド目盛りセレクタの使用のように、対話形式で調節の選択を行うステップを更に
有する、
　請求項１の方法。
【請求項８】
　デジタル画像を基材上にプリントするためにプリントエンジンを用いて受け部材にプリ
ントするための電子写真プリンタであり、画像キャプチャ装置によってキャプチャされた
デジタル画像から複数のルック・アンド・フィール仕上げを伴って前記受け部材上にプリ
ントを生成するために、該プリントが、初期プリント設定及び複数の変換から選択された
変換に従って実行されるところの電子写真プリンタであって：
　（ａ）ＲＧＢコード化ピクチャエレメントを用いるキャプチャ装置によってキャプチャ
されたデジタル画像からＲＧＢ入力装置プロファイルを受ける入力装置；
　（ｂ）プロセッサであり：
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　（ｉ）ＲＧＢ入力装置プロファイルを用いるＲＧＢコード化ピクチャエレメントを、入
力装置によって限定されるプロファイル接続空間（ＰＣＳ）コード化ピクチャエレメント
に変換し、
　（ｉｉ）複数の写真処理装置ＲＧＢ変換から一対の変換を選択し、且つ、入力装置限定
ＰＣＳにおける変換されたＰＣＳコード化ピクチャエレメントを、写真処理限定ＰＣＳ空
間における別のＰＣＳコード化ピクチャエレメントに切り換えるべく、そのような選択さ
れた対変換を用い、
　（ｉｉｉ）写真処理限定ＰＣＳ空間における前記ＰＣＳコード化ピクチャエレメントを
改善し、
　（ｉｖ）前記写真処理限定ＰＣＳ空間における原色の前記ＰＣＳコード化ピクチャエレ
メントを調節し、且つ、
　（ｖ）前記プリンタから（任意の受け部材に任意の仕上がりで）プリントされるときに
色及び色調の再現のために補正される新たなデジタル画像を創出するために、前記ＰＣＳ
コード化ピクチャエレメントで変換されたデジタル画像をもたらす修正措置を決定する、
　ために適したプロセッサ；及び
　（ｃ）該補正され変換されたデジタル画像を前記プリンタによって受け部材にプリント
するプリントエンジン；
　を有する電子写真プリンタ。
【請求項９】
　特定のルック・アンド・フィールのための複数の仕上げの一つを選択するための選択装
置を更に有する、
　請求項８のプリンタ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは更に、計算された比色分析における差が予想される範囲外となったと
きに修正措置を決定するための品質コントロール機能を実行するよう構成される、
　請求項８のプリンタ。
【請求項１１】
　画像キャプチャ装置によってキャプチャされ且つモノクロ又はカラー画像を形成するプ
リンタで受け部材にプリントされるデジタル画像を改善する方法であって：
　（a）色及び色調の複数の変換を提供するステップであって、そのような変換のそれぞ
れが、受け部材の仕上がりに特有ものであり、且つ、前記プリンタによってプリントされ
たときに写真のようなルック・アンド・フィールを与えるべく一以上の表面条件に対する
ＲＧＢコード化ピクチャエレメントを用いるキャプチャ装置によってキャプチャされたデ
ジタル画像のために色を補正するところの色及び色調の複数の変換を提供するステップ；
　（ｂ）複数の変換から一つの後方色変換と一つの前方色変換とを含む一対の変換を選択
し、且つ、前記デジタル画像をプロファイル接続空間（ＰＣＳ）で表されるデジタル画像
に変換するために該選択された変換を用いるステップ；
　（ｃ）前記プリンタから任意の受け部材に任意の仕上がりでプリントされるときに色及
び色調の再現のために補正されるＰＣＳ空間における新たなデジタル画像を創出するため
に、ＰＣＳ空間における変換されたデジタル画像を一以上のアブストラクトカラープロフ
ァイルに基づいて調節するステップ；
　（ｄ）前記補正され変換されたデジタル画像を前記プリンタによって任意の受け部材に
任意の仕上がりでプリントするために前記プリンタを用いるステップ；及び
　（ｆ）ユーザが受け入れ可能なプリントが創出されるまで（ｂ）、（ｃ）、及び（ｄ）
のステップを繰り返すステップ；
　を有する方法。
【請求項１２】
　透明乾燥インクで上塗りするステップを更に有する、
　請求項１の方法。
【請求項１３】
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　前記画像キャプチャ装置は、デジタルカメラである、
　請求項１の方法。
【請求項１４】
　前記プリンタは、インクジェットプリンタである、
　請求項１の方法。
【請求項１５】
　前記プリンタは、電子写真プリンタである、
　請求項１の方法。
【請求項１６】
　画像キャプチャ装置によってキャプチャされたデジタル画像から複数のルック・アンド
・フィール仕上げを伴って前記受け部材上にプリントを生成するために、カラー管理シス
テムにプレロードされた複数の色変換を用いる高精度の色再現装置を制御する画像制御方
法であって：
　（a）色及び色調の複数の変換を提供するステップであって、そのような変換のそれぞ
れが、受け部材の仕上がりに特有ものであり、且つ、前記プリンタによってプリントされ
たときに写真のようなルック・アンド・フィールを与えるべく一以上の表面条件に対する
ＲＧＢコード化ピクチャエレメントを用いるキャプチャ装置によってキャプチャされたデ
ジタル画像のために色を補正するところの色及び色調の複数の変換を提供するステップ；
　（ｂ）比色分析を含む複数のルック・アンド・フィール仕上げの選択肢から選択し、複
数の変換から一対の変換を選択し、且つ、前記ルック・アンド・フィール仕上げを実現す
べく前記デジタル画像を変換するためにそのような選択された変換を用いるステップ；
　（ｃ）現在の比色分析と選択された仕上がりを伴う前記受け部材上の任意のプリントジ
ョブのための名目上の予想比色分析との間の色差を計算することによって、前記プリンタ
から任意の受け部材に任意の仕上がりでプリントされるときに色及び色調の再現のために
補正される新たなデジタル画像を創出するために、前記変換されたデジタル画像を補正す
るステップ；
　（ｄ）前記計算された色差が予想される範囲内となるのが何時かを決定するステップ；
　（ｅ）前記プリンタから任意の受け部材に任意の仕上がりでプリントされるときに色及
び色調の再現のために補正される新たなデジタル画像を創出するために、前記変換された
デジタル画像を補正し、前記補正され変換されたデジタル画像を前記プリンタによって任
意の受け部材に任意の仕上がりでプリントするために前記プリンタを用いるステップ；及
び
　（ｆ）ユーザが受け入れ可能なプリントが創出されるまで（ｂ）、（ｃ）、及び（ｄ）
のステップを繰り返すステップ；
　を有する方法。
【請求項１７】
　業務用印画紙のトーンスケール、カラーバランス、色相、及び彩度の最も近い再現のた
めに調整された一プロファイル、並びに、写真出力ではあるが前記印刷機で利用可能なよ
り大きな“ポップ”を伴う画像を好む顧客及び専門家のための原色におけるより高い彩度
を伴うトーンスケールシミュレーションのために調整された第二プロファイルを用いた、
最適な写真出力性能のために設計された二以上のプレミアムＩＣＣカラープロファイルを
更に有する、
　請求項１６の方法。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、業務用印画紙のトーンスケール、カラーバランス、色相、及び彩度
の最も近い再現のために調整された一プロファイル、並びに、写真出力ではあるが前記印
刷機で利用可能なより大きな“ポップ”を伴う画像を好む顧客及び専門家のための原色に
おけるより高い彩度を伴うトーンスケールシミュレーションのために調整された第二プロ
ファイルを用いた、最適な写真出力性能のために設計された二以上のプレミアムＩＣＣカ
ラープロファイルを更に有する、
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　請求項１６の画像制御システム。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、任意の受け部材に対して、写真のようなルック・アンド・フィール
を実現するために、最適な変換を自動的に選択する、
　請求項１６の画像制御システム。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、以前の選択からの累積的に得られた測定値を組み合わせるステップ
を更に有する、
　請求項１６の画像制御システム。
【請求項２１】
　関連情報の一部又は全部を一以上の遠隔プルーフィング装置（遠隔ユーザによって用い
られ、品質保証のための校正されたモニタ（ソフトプルーフ）及びプルーフプリンタ（ハ
ードプルーフ）を含む。）に送信するための送信機を更に有する、
　請求項１６の画像制御システム。
【請求項２２】
　ユーザ対話型装置を更に有する、
　請求項１６の画像制御システム。
【請求項２３】
　文書からの標準ＲＧＢ着色剤を伴うプリントの一群、前記色再現装置内にプリセット値
として事前にインストールされたルックアップテーブル（ＬＵＴ）、又は、前記色再現装
置から集められたデータから積み重ねられたルックアップテーブル（ＬＵＴ）のうちの一
つ以上からの名目予想ルック・アンド・フィールを更に有する、
　請求項２２の画像制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真プリンタ及びその装置群に関する。より具体的には、本発明は、デ
ジタルカラー再現システムにおけるカラープリントを改善するための処理及び装置群を対
象とする。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真プリンタは、現像剤混合装置(developer　mixing　apparatus)、及び、プリン
ト処理中に使用される現像剤又はトナーを混合するための関連の処理を用いる。４色電子
写真プリンタは、例えば、カラー画像を形成するためのプリント処理で用いられるシアン
、マゼンタ、イエロー、及びブラック（ＣＭＹＫ）の４色のトナーを採用する。用語“電
子写真プリンタ”は、電子写真受け部材上に現像される乾燥トナーを採用する電子写真プ
リンタ及び電子写真コピー機、並びに、電子写真受け部材に頼らないイオノグラフィック
プリンタ及びイオノグラフィックコピー機を包含することを意図する。
【０００３】
　デジタルカラー再現プリントシステムは、典型的には、デジタルフロントエンドプロセ
ッサ、デジタルカラープリンタ、及びポスト仕上げシステム（例えば、ＵＶコーティング
システム、光沢システム、ラミネータシステム等である。）を含む。それは、（紙等の）
基材上に元の心地よいカラーを再現する。それらデジタルフロントエンドプロセッサは、
（例えば、ラスタ画像プロセッサ、画像位置決めプロセッサ、画像操作プロセッサ、カラ
ープロセッサ、画像保存プロセッサ、基材プロセッサ等の）それ自身の内部の他の機能プ
ロセッサと一緒に、（例えば、スキャナやデジタルカメラといった）他の入力装置からの
画像で構成される（ポストスクリプトコマンドファイルのような）入力電子ファイルを、
プリンタがプリントする適切な画像ビットマップとなるよう、ラスタライズ入力電子ファ
イルにする。オペレータは、レイアウト、フォント、カラー、紙、ポスト仕上げ等のよう
なパラメータをそれらデジタルフロントエンドプロセッサの中で設定するよう支援されて
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もよい。（例えば、電子写真プリンタである）そのプリンタは、ラスタライズされたビッ
トマップを受け入れ、そのビットマップを、露光装置から画像の紙への書き出しまでのプ
リント処理を制御可能な形式にする。そのポスト仕上げシステムは、保護、光沢、及び製
本等のような最後の仕上げをそれらプリントに施す。
【０００４】
　公知のタイプの電子写真モジュール式印刷機（例えば、イーストマン・コダック社製２
１００プリンタ）において、カラートナー画像は、タンデムで配置された複数のカラー画
像化モジュールで連続的に形成され、また、そのトナー画像は、それらモジュールを通過
する運搬ウェブに付着した受け部材に連続的に静電的に転写される。このタイプの商用機
は、典型的には、各モジュールにおいて、個々の色分解トナー画像の受け部材への転写の
ための中間転写部材を採用する。当然のことながら、他の電子写真プリンタでは、色分解
トナー画像のそれぞれが直接的に受け部材に転写されてもよい。
【０００５】
　多色機能を有する電子写真プリンタはまた、透明のトナーを堆積させるための追加的な
トナー堆積アセンブリを提供するものとしても知られている。透明トナー保護膜のカラー
プリントへの提供は、指紋からプリントを保護し且つ目で見える特定のアーチファクトを
減少させる上で望ましい。しかしながら、透明のトナー保護膜は、コストを増大させ、且
つ、そのプリントの色域を低減させる場合がある。それ故、そのプリント全体に透明のト
ナー保護膜を適用するか否かを決定するためのオペレータ／ユーザ用選択手段を提供する
ことが望ましい。Yee　S.　Ngの名前の下で１９９３年８月１０日に発行された米国特許
第５２３４７８３号では、透明トナーの均一な層を提供する代わりに、そのトナースタッ
クの高さに反比例して変化する層が、一様なトナースタックの高さを確立するための妥協
案として、代わりに用いられている点が注目される。公知のように、各カラートナーは、
その受け部材上の各位置に重ねて堆積され、また、各カラートナースタックの高さは、各
カラーのトナーの寄与の合計であり、且つ、より平坦で且つ均一な光沢をそのプリントに
与える。
【０００６】
　Yee　S.　Ngらの名前の下で２００５年２月２２日に出願された米国特許出願第１１／
０６２９７２号では、受け部材上で支持される多色画像を有するプリントを形成するステ
ップであり、その受け部材上に多色トナー画像を形成するためにその受け部材上の異なる
ピクセル位置で様々な色の組み合わせを形成する少なくとも三つの異なる色のトナー顔料
を含むトナーによって、多色トナー画像がその受け部材上に形成されるところのステップ
；透明トナー保護膜をその多色トナー画像上に形成するステップであり、その透明トナー
保護膜が逆マスクとして堆積されるところのステップ；少なくとも、多色トナー画像及び
透明トナー保護膜を形成するトナー群をつなぐために、その多色トナー画像及び透明トナ
ー保護膜をその受け部材上に事前融合（pre-fuse）するステップ；、及び、改善された色
域及び光沢をその画像に与えるべくベルトフューザを用いてその透明トナー保護膜及びそ
の多色トナー画像を熱及び圧力にさらすステップ；を含む方法が開示される。
【０００７】
　その逆マスク、その事前融合の条件、及びそのベルトフューザ設定点は、その色域を最
大化すべく、受け部材のタイプに基づいて最適化され得る。しかしながら、その色域の著
しい変化のために、所望の色を獲得するには、使用される受け部材毎に新たなカラープロ
ファイルが構築される必要がある。
【０００８】
　（電子写真処理又はＤＩオフセット処理を伴う）全（full）ＣＭＹＫデジタルカラー印
刷機は、伝統的には、異なる媒体上に元の色を再現するために、校正され且つ設定されて
いた。色再現の品質は、概して、卓越して良好なものであった。この色再現処理は、一般
的には、その印刷機で実行される下部（underneath）画像プリント処理（すなわち、電子
写真処理又はＤＩオフセット処理）の支配権を握るカラー管理システムを通じて実行され
る。デジタル時代では、原シーンはフィルムの代わりにデジタルカメラを通じて獲得され
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るからである。デジタルカメラの特性は、フィルムの特性と同じではない。異なる画像キ
ャプチャ媒体及び下部画像プリント処理は、特に、電子写真処理のＣＭＹＫカラー印刷機
と伝統的な写真プリント処理とを比べた場合に、見た目の異なるプリントをもたらした。
ＣＭＹＫ電子写真カラー印刷機と写真プリント処理との間のその見た目の違いは、基本的
には、色再現処理における二つの異なる手段によって引き起こされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第５２３４７８３号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１１／０６２９７２号明細書
【特許文献３】米国特許出願第１１／１５５２６８号明細書
【特許文献４】米国特許第６１２１９８６号明細書
【特許文献５】米国特許出願第１１／２６２１４２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　写真プリント処理と同様の見た目を持つＣＭＹＫ電子写真カラー印刷機によるプリント
を得ることにニーズが存在する。以前のプリントシステム及び関連の方法における欠点で
ある、この“写真のようなルック・アンド・フィール（外観及び雰囲気）”の欠如は、顧
客の選択に応じて複数のルック・アンド・フィールを生成するために、カラー管理システ
ムにプレロードされた多数の色変換（又はＩＣＣプロファイル）を用いることによって克
服できる。これらの処理は、より良い写真品質のプリントを電子写真処理で提供するため
に、伝統的な写真プリント処理を電子写真プリント処理に取り込んでそれらを合わせるよ
うにする。この自動化された処理は、写真品質を考慮に入れ、そのシステムを望ましいパ
ラメータに動的に調節する。これらの処理を備えたＣＭＹＫ電子写真カラー印刷機は、写
真プリント処理とは異なるルック・アンド・フィールを生成できる。これらの処理は、他
の異なるルック・アンド・フィールを模倣するように拡張されてもよい。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　カラープリント改善システム及び関連の方法は、デジタルフロントエンドプロセッサと
、カラープリンタと、塗工機、光沢機、ラミネータ、及び他の仕上げ機を含むポスト仕上
げシステムとを含む色再現プリントシステムの分野におけるものである。より具体的には
、本発明は、写真のような色及び色調のＲＧＢコード化ピクチャエレメントへの再現にお
ける伝統的な写真画像処理を獲得し、且つ、電子写真処理ＩＣＣプロファイルと一体化す
るために用いられる、特別なＩＣＣプロファイルを用いることによって、写真のような“
ルック・アンド・フィール”を与えるための、デジタルプリントにおける自動的なカラー
改善に関する。そのルック・アンド・フィールは、特定の色変換（又はＩＣＣプロファイ
ル）を用いた特定のカラーの見た目に関する写真処理と電子写真処理とを組み合わせるこ
とを含み、また、異なる仕上がりをもたらし、その結果、そのルック・アンド・フィール
に寄与するそれら受け部材及び表面処理の特性を含む、色再現の観点を含む。これらの要
因の全ては、カラープリント改善システムであり、写真処理の特性、及び、表面の質感を
与えるために第五のカラーモジュール内の透明乾燥インクで上塗りする、且つ／或いは、
選ばれた光沢を与えるために融合するといった処理条件を考慮に入れる調節のためのアブ
ストラクトプロファイルの支配権を握る特定のＩＣＣプロファイルを含むカラープリント
改善システムに、組み入れられる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に従って使用され得る複数のプリントアセンブリ又はモジュールを有する
電子写真プリントエンジン又はプリンタ装置の概略図である。
【図２Ａ】追加的な詳細を示す、図１のプリントエンジン装置で使用される代表的なプリ
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ントアセンブリ又はモジュールの概略図である。
【図２Ｂ】追加的な詳細を示す、図１のプリントエンジン装置で使用される代表的なプリ
ントアセンブリ又はモジュールの概略図である。
【図３】本発明の一部を図解する。
【図４】カラープリント改善システムのブロック図である。
【図５】本発明の一態様に従った処理ステップのフローチャート図である。
【図６】本発明の別の態様に従った処理ステップのフローチャート図である。
【図７】図６で示される本発明のその態様に従った処理ステップの一部のフローチャート
図の詳細である。
【図８】図６及び７で示される本発明に従った、色相のための事前調節アブストラクトプ
ロファイルの図である。
【図９】図６及び７で示される本発明に従った、色相のための事前調節アブストラクトプ
ロファイルの図である。
【図１０】図６で示される本発明に従った保存型色相写像の二次元説明図である。
【図１１】図６で示される本発明に従った改善型色相写像の二次元説明図である。
【図１２】図６で示される本発明に従った色相写像の選択の図である。
【図１３】本発明の別の態様に従った処理ステップのフローチャート図である。
【図１４】図６で示される本発明のその態様に従った処理ステップの一部のフローチャー
ト図の詳細である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　全ＣＭＹＫデジタルカラープレスは、伝統的に、様々な媒体上に原色を再現するために
校正され且つ設定されてきた。デジタル時代では、原シーンは、フィルムの代わりにデジ
タルカメラを通じてキャプチャされる。デジタルカメラの特性は、フィルムの特性と同じ
ではない。特に、ＣＭＹＫカラープレスと伝統的な写真処理とを比べた場合に、異なる画
像キャプチャ媒体は、見た目が異なるプリントをもたらした。ＣＭＹＫカラープレスと写
真処理との間のその見た目の違いは、基本的には、色再現におけるこれらの二つの異なる
手段によって生じる。
【００１４】
　図１は、受け部材上に多色トナー画像をプリントするのに適した電子写真プリントエン
ジン又はプリンタ装置１０の一部を概略的に示す側面図である。複数の色は、電子写真プ
リンタを用いて、単一の受け部材上で組み合わされてもよい。用語“電子写真プリンタ”
は、電子写真用受け部材上で現像される乾燥トナーを採用する電子写真プリンタ及び電子
写真コピー機、並びに、電子写真用受け部材に頼らないイオノグラフィックプリンタ及び
イオノグラフィックコピー機を含むよう意図されている。図１で示されるカラー電子写真
プリンタは、運搬ウェブ１１に沿って移動する基材へのプリントと共に、（Ｍ１～Ｍ５と
して図１で単なる参考として表される）ＣＭＹＫトナーシステムのような複数のカラート
ナーモジュールを採用する。それらモジュールのそれぞれは、それらモジュールを通じて
連続的に移動させられる受け部材への転写のための単一色のトナー画像を生成する。それ
らモジュールは、係属中の出願１１／１５５２６８に記載されるような透明トナー保護膜
を提供するために用いられてもよい。
【００１５】
　それらモジュールによるシングルパスの際に、各受け部材は、複数の単色トナー画像が
透明トナー保護膜又は他の所望のものの塗布と共に多色画像を形成するため、それらに位
置合わせして移動させられ得る。本書で使用されるように、用語“多色”は、その受け部
材上に形成される画像が、その受け部材上に他の色を形成すべく混合される原色のサブセ
ットの混合を、その受け部材上の種々の位置に有することを暗示する。それら原色は、そ
れらのサブセットの少なくともいくつかでプロセスカラーを形成するのに関与し、それら
原色のそれぞれは、その受け部材上の特定の位置で、ある位置で混合された特定色のトナ
ーとは異なる色を形成するために、他の原色のもう一つと混合されてもよい。
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【００１６】
　図２Ａは、当業者によく知られた方法に従った装置における種々の構成要素及び処理制
御パラメータを制御するために、その装置に関連する種々のセンサからの信号に応答して
作動し、且つ、それら構成要素のそれぞれにタイミング及び制御信号を提供する、一以上
のコンピュータ、又は、単なる処理装置若しくはその一部であってもよい論理制御ユニッ
ト（ＬＣＵ）１２を示す。プリンタ１０は、コントローラすなわち論理制御ユニット（Ｌ
ＣＵ）１２であって、好適には、プリンタ１０及びその様々なサブシステムの全体的な制
御を達成する、プリンタ１０内のワークステーションを逐次的に作動させるための内蔵プ
ログラムに従って動作するデジタルコンピュータ又はマイクロプロセッサである、コント
ローラすなわち論理制御ユニット（ＬＣＵ）１２を含む。ＬＣＵ１２はまた、種々のセン
サ及びエンコーダからの信号に応答してプリンタ１０の閉ループ制御を提供するようプロ
グラムされる。プロセス制御の態様は、この参照によって本書で援用される米国特許第６
１２１９８６号に開示されている。
【００１７】
　ＬＣＵ１２は、マイクロプロセッサと、適切なテーブルと、ＬＣＵ１２によって実行さ
れる制御ソフトウェアとを含む。その制御ソフトウェアは、好適には、ＬＣＵ１２に関連
するメモリに保存される。融合アセンブリ及びつや出しアセンブリに関連するセンサは、
そのつや出し器がそのプリンタ装置に一体化された場合に、ＬＣＵ１２に対して適切な信
号を提供する。いずれにせよ、そのつや出し器は、つや出しローラの温度の制御、融合ベ
ルトの終了段階での冷却(downstream　cooling)、及びつや出しニップ圧の制御をもたら
す個々の制御器を有し得る。それらセンサに応答して、ＬＣＵ１２は、つや出しアセンブ
リ（図示せず。）のような仕上げ装置によって或いはそのような仕上げ装置を通じてその
後に処理される受け部材上に配置され且つ／或いはその受け部材を浸透させる放出流体に
起因する且つ／或いはその放出流体の結果である画像アーチファクトを低減させるために
、融合ニップ（図示せず。）内の熱及び／又は圧力を調節するコマンド及び制御信号を発
する。制御のために提供される追加的な要素は、例えば、均一な帯電を測定するためのメ
ータ１４、及び、プリントされた面上の画像領域のパッチ領域内の露光後の色を測定する
ためのメータ１６のような、種々のモジュール要素の周りで組み立てられてもよい。
【００１８】
　図２Ｂは、代表的なカラープリントモジュールを示す。プリンタ装置のカラープリント
用モジュール２０のそれぞれは、単色トーンの画像のそれぞれを創出するための複数の電
子写真画像化サブシステムを含む。各モジュールに含まれるものは、画像化シリンダの形
を採って示される、光伝導性の画像化部材２６の表面２４を均一に帯電させるための主要
帯電サブシステム２２である。また、静電的な色分解潜像を色毎に形成するためにその光
伝導性の画像化部材を露光することによる均一な帯電の画像変調のための露光サブシステ
ム２８、その露光された光伝導性の画像化部材を各色のトナーで調整するための現像サブ
システム３０、中間転写部材３２であり、その光伝導性の画像化部材から転写ニップ３４
を通じてそれら色分解画像のそれぞれを中間転写部材３２の表面３６に転写し、そして、
第二転写ニップ３８を通じてその中間転写部材から受け部材（第二転写ニップ３８に入る
前の受け部材４０）に転写するための中間転写部材３２が含まれる。また、受け部材４２
であって、調整された色分解画像の転写の後であり、合成多色画像をその上に形成するた
めにそれら調整された色分解画像４４のそれぞれを重ね合わせて受けた後の受け部材４２
も示されている。電源４８からバックアップローラ４６に供給される静電界は、その受け
部材への転写を実現させる。全てのモジュールは、上述のモジュールと実質的に同じであ
る。それらモジュールのいくつかは、着色トナーの一種を転写し、それらモジュールの他
のものは、透明トナー若しくは他のいくつかの転写材料のような非着色トナー、又は着色
トナーと非着色トナーとの混合物を転写する。
【００１９】
　代替的な実施例では、光伝導性の画像化部材２６は、代替的にエンドレスウェブの形を
有していてもよく、また、中間転写部材３２は、よく知られたタイプのコンプライアント
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ローラであることが好適であるが、エンドレスウェブであってもよい。その露光装置は、
発行ダイオード（ＬＥＤ）ライタ若しくはレーザライタ又は他の電気光学要素若しくは光
学記録要素を含む。帯電装置２２は、光伝導性の画像化部材２６上に均一な前露光ポテン
シャルを創出するための何れの適切な装置であってもよく、その帯電装置は、例えば、何
れのタイプのコロナチャージャー又はローラチャージャーをも含む。洗浄装置は、その光
伝導性の画像化記録部材の表面２４に関連付けられてもよく、また、別の洗浄装置は、そ
れら調整された画像の各転写の後で、その中間転写部材の表面３６に関連付けられてもよ
い。静電写真記録装置の更なる別の形態が多色画像を形成するために用いられてもよく、
また、そのような装置は、本書で説明されるようなタンデム型に配置されたカラーアセン
ブリを有する必要はない。
【００２０】
　その静電画像は、好適には、よく知られた放電領域現像技術を用いて、現像サブシステ
ム３０がSmall　Particle　Dry　(SPD)現像剤を採用できるところの露光サブシステム２
８のそれぞれによって着色マーク粒子をその潜像支持光伝導性ドラムへ適用することによ
り、現像される。潜像のそれぞれを現像するための適切な電圧は、それら現像アセンブリ
のそれぞれに電気的なバイアスを掛ける。その電圧は、一つの電源によって供給されても
よく、或いは、個別の電源群（図示せず。）によって供給されてもよい。好適には、それ
ら現像剤のそれぞれは、トナーマーク粒子及び磁性キャリア粒子を含む二成分の現像剤で
ある。色現像アセンブリのそれぞれは、特定の色の着色トナーマーク粒子を有し、それら
着色トナーマーク粒子は、調整のためそれぞれ関連付けられる。このようにして、モジュ
ールＭ１～Ｍ４のそれぞれは、写真ドラムのそれぞれで異なる色マーク粒子画像を創出す
る。或いは、その現像剤は、単一成分の現像剤であってもよい。また、カラートナーがそ
れぞれ液体の現像剤に関連付けられ得ることも考えられる。以下で更に説明されるように
、着色トナーを堆積させる他のモジュールの態様と類似する態様で第五のモジュールが動
作するように、透明トナー現像アセンブリは、着色現像剤アセンブリの一つで置き換えら
れてもよい。しかしながら、その透明トナーモジュールの現像アセンブリは、それら色現
像アセンブリのトナーマーク粒子に類似するが、そのトナー内に包含される着色材料がな
いという、それぞれ関連付けられるトナー粒子を有する。
【００２１】
　上述のように、そのカラープリンタは、様々な色を形成するために、四つの異なる着色
剤（シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック）、三つの異なる着色剤（レッド、グリーン
、ブルー）、又は、複合的な着色剤（シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック、レッド、
グリーン、ブルー）を採用し得る。これらの着色剤は、ＣＭＹＫカラー、ＲＧＢカラー、
又は、装置依存の色空間における複合カラーを表す。これは、それらの空間内で生成され
或いは表示される色が特定のプリンタ、インク、媒体、再現処理、又は、それらの組み合
わせに直接結びついていることを意味する。一製造者のモニタのＲＧＢ空間は、別の製造
者のモニタのＲＧＢ空間におけるものとは異なる場合がある。一製造者のプリント装置の
ＣＭＹＫ空間は、別の製造者のプリント装置のＣＭＹＫ空間とは異なる場合がある。これ
らＣＭＹＫ、ＲＧＢ、又は、複合カラーは、その明度(lightness)、彩度(saturation)、
及び色相(hue)によって特徴付けられ得る。一般的に利用される色測定システムの一つは
、ＬＡＢレスポンスとしても知られる、装置に依存しない色空間ＣＩＥＬＡＢであり、“
Ｌ”は、その色の明度を表し、“ａ”は、レッドからグリーンへのスペクトルにおけるそ
の色の位置を表し、“ｂ”は、イエローからブルーへのスペクトルにおけるその色の位置
を表す。“ａ”及び“ｂ”は、一緒に採用されてその色の彩度及び色相を表す。表記法Ｌ
＊ａ＊ｂ＊もまた、ＬＡＢカラーシステムの個々の座標を参照するのに使用される点に留
意すべきである。
【００２２】
　そのカラープリントシステムは、正確な色の再現のために、校正され且つ特徴付けられ
る必要がある。これらは、色分解のそれぞれの仕様へのそのプリンタの設定と、適切な色
変換を構築するためにプリントされた大量のテストパッチとを含む。そのプリントシステ
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ムを特徴付ける色変換は、装置に依存する色と装置に依存しない色との間に色をマッピン
グする。そのシステムは、例えば、装置に依存する表色系（すなわち、ＣＭＹＫ又はＲＧ
Ｂ）と、ＬＡＢのような装置に依存しないプロファイル接続空間(ＰＣＳ)との間で、前方
変換及び後方変換の双方が可能である。これは、ＬＡＢからＲＧＢ又はＣＭＹＫ、及び、
ＲＧＢ又はＣＭＹＫからＬＡＢのような変換を含む。その色変換は、一般的に、色データ
を処理する際の簡単なアクセスのために、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）フォーマット
で保存され得る。プリントシステムを特徴付ける国際色彩協会（ＩＣＣ）カラープロファ
イルは、ＬＵＴ又は数学的及び／若しくは図式的なフォーマットといった他のフォーマッ
トで多数の色変換テーブルを含む。
【００２３】
　デジタル時代では、原シーンは、フィルムの代わりにデジタルカメラを通じてキャプチ
ャされる。デジタルカメラの特性は、フィルムの特性と同じではない。特に、電子写真処
理のＣＭＹＫカラー印刷機と伝統的な写真プリント処理とを比べた場合に、異なる画像キ
ャプチャ媒体及び下部画像プリント処理は、見た目が異なるプリントをもたらした。ＣＭ
ＹＫ電子写真カラー印刷機と写真プリント処理との間の見た目の違いは、基本的には、色
再現処理におけるこれらの二つの異なる手段によって生じる。写真プリント処理と同じよ
うな見た目を持つＣＭＹＫ電子写真カラー印刷機のプリントを得るというニーズが存在す
る。本発明は、顧客の選択に応じて複数のルック・アンド・フィールを生成するために、
カラー管理システムにプレロードされる複数のカラー変換（又はＩＣＣプロファイル）を
用いる処理を含む。これらの処理は、電子写真処理で上質な写真品質のプリントを提供す
るために、電子写真プリント処理に伝統的な写真プリント処理を取り入れ且つ一緒にする
。
【００２４】
　図３は、画像キャプチャ装置によってキャプチャされ且つモノクロ又はカラー画像を受
け部材４０上に形成するプリンタでプリントされるデジタル画像を改善するための方法で
ある、カラープリント改善システムで用いられるいくつかのステップを表す。図３ａは、
キャプチャ装置５４によってキャプチャされるデジタル画像５２から、ＲＧＢコード化ピ
クチャエレメントのような入力装置ピクチャエレメント５０のＲＧＢ入力装置プロファイ
ルを受信するステップを示す。ＲＧＢコード化ピクチャエレメント５０は、ＲＧＢ入力装
置プロファイル５６を用いて、その入力装置によって限定される、プロファイル接続空間
（ＰＣＳ）コード化ピクチャエレメント５８に変換される。同様に、図３ｄは、ＬＡＢコ
ード化ピクチャエレメント５８を取得し、そして、出力装置プロファイル６２を用いて、
デジタル画像５２のそのエレメントを出力装置ピクチャエレメント６４に変換するステッ
プを示す。
【００２５】
　図３ｂは、複数の写真処理装置ＲＧＢ変換６０から選択される（例えば、図５において
１２８及び１３０として示されるような）一対の変換を用いる、限定プロファイル接続空
間（ＰＣＳ）における、ＬＡＢコード化ピクチャエレメント５８の変換を図解する。これ
らの選択された変換は、一の限定プロファイル接続空間（ＰＣＳ）におけるコード化ピク
チャエレメントを、写真式処理限定ＰＣＳ空間におけるＰＣＳコード化ピクチャエレメン
ト６６に変換する。これら限定空間及びそれらが取り得る様々な形の例は、図３ｅにおい
て、図式的に示される。
【００２６】
　入力装置限定ＰＣＳが写真処理限定ＰＣＳ空間における別のＰＣＳコード化ピクチャエ
レメント６６に変換された後、デジタル画像５０は、写真処理限定ＰＣＳ空間におけるＰ
ＣＳコード化ピクチャエレメント５８を改善するために、図３ｃで示されるようなアブス
トラクトプロファイルを用いて改善され且つ調節される。そのデジタル画像は、そのプリ
ンタから（ある受け部材上にある仕上げを用いて）プリントされるときに、そのプリンタ
によってある受け部材上にある仕上げを用いてその補正され変換されたデジタル画像をプ
リントするためにそのプリンタを使用する前に、色及び色調の再現のために補正された新
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たなデジタル画像を創出するために、必要に応じて、そのＰＣＳコード化ピクチャエレメ
ントで変換されたデジタル画像を補正することによって、更に改善されることも可能であ
る。それらアブストラクトプロファイルは、事件整理番号９０７２５“Color　Enhanceme
nt　Method　and　System”の出願人による係属中の出願１１／２６２１４２で説明され
るように、輝度（Ｌ＊）伸張プロファイル、彩度飽和プロファイル、ホワイトポイント調
節プロファイル、及びカラーメモリ・カラーマッチを含み得る。それらアブストラクトプ
ロファイルはまた、例えば、原色マッチプロファイル、クリアコート色補償プロファイル
、及び色相調和プロファイルを含み得る。他の色及び装置の補正用プロファイルはまた、
単独で用いられてもよく、或いは、それらアブストラクト補正プロファイルと組み合わせ
て用いられてもよい。
【００２７】
　図４は、カラープリント改善方法及びシステムを描写する。自動カラー改善システム１
０２は、ＲＧＢ装置１０４からの入力を受ける処理ステップ、所望のルック・アンド・フ
ィールをもたらす特別に設計された新たなＲＧＢ入力プロファイル１０６を用いる処理ス
テップ、出力すなわち目的の媒体特有のプロファイル１０８に変換する処理ステップ、そ
して、出力ＣＭＹＫ装置１１０でのプリントを行う処理ステップで示されるように実行さ
れる。品質チェックルーチン１０９は、任意の点における結果、及び、必要に応じて取ら
れる適切な修正措置をチェックするために挿入され得る。当業者は、関連する全てのステ
ップが自動的に或いは適切なオペレータによる介入制御と相俟って発生するようにプログ
ラムされ得ることを理解するであろう。この方法及び関連のシステムは、プリンタでプリ
ントされたときに、色及びトーンスケールを含む、伝統的な写真のような“ルック・アン
ド・フィール”を獲得するために、電子写真処理媒体ＩＣＣプロファイルといった特別な
ＩＣＣプロファイルを用いる。その“ルック・アンド・フィール”は、特定の色変換（又
はＩＣＣプロファイル）を用いて特別な色の見た目における写真処理と電子写真処理とを
組み合わせることを含む色再現の観点を含み、また、様々な仕上がりをもたらし、その結
果、そのルック・アンド・フィールに寄与するそれら受け部材及び表面処理の特性を含む
。これら要因の全ては、写真処理の特性の支配権を握る特定のＩＣＣプロファイル、並び
に、表面の質感を与えるための第五のカラーモジュールにおける透明乾燥インクによる上
塗り、及び／又は、選択された光沢を与えるための融合（fusing）といった処理条件を考
慮に入れる調節のためのアブストラクトプロファイルを含むカラープリント改善システム
に組み込まれている。
【００２８】
　様々な画像キャプチャ装置並びにモニタ及びプリンタといった画像表示装置の間の相互
運用性を確かなものとするために、様々な標準ＲＧＢ色空間が使用され得るが、このこと
が写真のようなルック・アンド・フィールをもたらすことはない。後述のアブストラクト
プロファイルと協働して特別に設計される入力プロファイルは、ｓＲＧＢ等といった入力
ＲＧＢ装置プロファイルと協働して、写真のようなルック・アンド・フィールをもたらす
。この写真のようなルック・アンド・フィールはまた、伝統的な印刷技術における処理を
用いることによって得ることができていた、顧客に選ばれ且つ好まれる写真のような見た
目をもたらすために、選択可能で且つ調節可能で且つ補正可能である。異なる着色剤のセ
ットが採用され、その結果、ただ一つの処理によって伝統的に再現可能な特定の色をもた
らすからである。写真処理ＲＧＢプロファイル（前方色変換）は、ＩＣＣ　ＰＣＳ（プロ
ファイル接続空間）色空間における再現写真を表現するために適用される。そのＰＣＳで
表現される全ての色を再現するための一つの取り組みである。しかしながら、この取り組
みは、双方の処理によって再現可能なカラーだけをもたらす。カラーコンター（color　c
ontour）や彩度の損失といったカラーアーチファクトは、明白である。出力の印刷技術で
あるＣＭＹＫプリント装置の特性は既知であるので、後述の調節可能なアブストラクトプ
ロファイルは、最終的に再現される画像が前述の何れのアーチファクトをも持たないもの
となるよう写真処理ＲＧＢプロファイルと出力プロファイルとの間をつなぐために用いら
れる。
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【００２９】
　図５は、そのシステム及び関連の方法の一実施例１２０を示す。この実施例における改
善は、プロセッサ１２２においてステップ１２４として示され、それは、図４の１０６を
置き換えることができ、Ｌ＊伸張プロファイル、彩度飽和プロファイル、ホワイトポイン
ト調節プロファイル、カラーメモリ・カラーマッチプロファイル、原色マッチプロファイ
ル、クリアコート色補償プロファイル、及び色相調和プロファイル等を含む予め調節され
たアブストラクトプロファイルを適用するための１２６、１２８、１３０、１３２、１０
８、及び１１０を含む。
【００３０】
　１２８及び１３０は、出力用デジタル銀塩写真プリンタ（例えば、Kodak　Professiona
l　Supra　Endura　paperを用いるKodak　Professional　RP30　Laser　Printerである。
）における色再現を記述するために構築された出力プロファイルを参照する。
【００３１】
　ステップ１２８は、プロファイルの出力変換を伴う知覚レンダリングインテント（B2A0
、すなわちPCS-to-RGB知覚）の使用を示す。これは、デジタル写真ワークフローにおける
出力ＩＣＣカラー管理作業を再現する。ボックス１３０は、プロファイルの入力変換を伴
う比色分析レンダリングインテント（A2B1、すなわちRGB-to-PCS比色分析）を用いる好適
な実施例を示す。これは、そのカラープリント改善方法及びシステムが、新たな入力プロ
ファイルのレンダリング目標において、元の写真出力プロファイルの知覚レンダリングに
よって創出される比色分析結果に正確に適合させられるようにする。ステップ１３２を示
すボックスは、そのシステム及び関連の方法が、図４で１０６として示され且つ図５で１
２４として示されるその新たな入力プロファイルにおけるレンダリング目標に対して追加
の好適な調節を加えられるようにする。これは、例えば、標準ｓＲＧＢ入力プロファイル
と１２８及び１３０からのプロファイル変換との組み合わせによって定義される写真的色
空間の大部分に影響を与えることなく、ＲＧＢＣＭＹの“ピュア”な原色再現における色
相を濃くし且つ回転させるのに効果的となり得る。
【００３２】
　図６は、そのシステム及び関連の方法における別の実施例１５０を示す。この実施例に
おける改善は、上述のようにプロセッサ１２２で示されるが、予め調節されたアブストラ
クトプロファイル１３２を適用する代わりに、そのシステム及び関連の方法は、一以上の
調節可能なアブストラクトプロファイル１５２を適用する。それら調節可能なアブストラ
クトプロファイル及びそれらアブストラクトプロファイル１５２を作成するための方法の
例が、図７で図示される。図示されたものは、図９で示されるような調節されたアブスト
ラクトプロファイル１７０を創出するために、係数調節コントロール１５８によって制御
される二つの色相事前調節プロファイル１５４、１５６である（例が図８で示される。）
。
【００３３】
　この例では、通常、図１０で示されるように変換される色相は、（レッドのような）色
相が図１１で示されるように改善され得るように“調節”されることが許容される。これ
は、図１２で示されるような、対話型選択装置１７２に接続されるスライド目盛りを用い
て実現されてもよい。その目盛りは、その選択装置を図解し、０～１．０の範囲を有する
ものとして示されるが、それは、適切であればどのような範囲を有していてもよい。この
実施例では、０（ゼロ）は、図１０で図式的に示される線形写像を表す。１．０は、図１
１で図式的に示される非線形写像を表し、このようにして、その選択は、一方から他方ま
で切れ目なく変動し得る。その対話型選択装置を用いて、或いは、“ルック・アンド・フ
ィール”の変化をもたらす自動化された方法を用いて、０と１．０との間の何れかが選択
され得る。図１２は、０．４、すなわち総変位の４０％が選択され、その結果、その線形
写像により近い何れかの、調節された写像をもたらすことを示す。
【００３４】
　図１３は、そのシステム及び関連の方法の別の実施例１８０を示す。この実施例におけ
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る改善は、プロセッサ１２２において、二つ以上の調節可能なアブストラクトプロファイ
ルを適用するための１２６、１２８、１３０、１８４、１０８及び１１０を含むステップ
１８２として示され、それは、図６及び７と併せて説明された、色相に対する調節可能な
アブストラクト１５２を含み得る。上述のように、それらアブストラクトプロファイルは
、同時係属出願第１１／２６２１４２号“Color　Enhancement　Method　and　System”
で説明されるような、Ｌ＊伸張プロファイル、彩度飽和プロファイル、ホワイトポイント
調節プロファイル、カラーメモリ・カラーマッチ、並びに、原色マッチプロファイル、ク
リアコート色補償プロファイル、及び色相調和プロファイルを例として含み得る。他の色
及び装置補正用プロファイルはまた、単独で用いられてもよく、或いは、それらアブスト
ラクト補正プロファイルと組み合わせて用いられてもよい。これらは、それぞれ調節され
、且つ、顧客が望み且つ選択する所望のルック・アンド・フィールを創出するために、そ
れらの間でバランスが取られ得る。
【００３５】
　写真処理を、色相調和、輝度／コントラストのメンテナンス、彩度及びメモリカラーの
再現といった印刷技術プリント処理につなぐ場合にはトレードオフが存在する。アブスト
ラクトプロファイルをつなぐ一つのものを用いることによって、全ての顧客の要望を満足
させることは、しばしば不可能である。結果として、下記の図１３及び１４ばかりでなく
、図６及び７と併せて説明される上記の実施例は、異なる見た目を制御するパラメータの
様々な度合いを持つアブストラクトプロファイルの配列を準備することを提案する。ユー
ザは、彼ら独自の好適な実感を選択するためにコントロールナブ(control　nub)又はセレ
クタを与えられる。その選択は、以下で説明される且つ図１２で示されるように、離散的
であってもよく或いは連続的であってもよい。
【００３６】
　現在、商用プリントでは、所望のカラーを表現するために、一般的に、四つ又は五つの
着色剤が個別に或いは同時に用いられている。別のルック・アンド・フィールが必要とさ
れる場合、そのデジタル画像は、そのプリントエンジン又は別個のスタンドアロン型コー
ティング装置で透明乾燥インクを用いて保護膜と共にプリントされ得る。その画像キャプ
チャ装置は、デジタルカメラ、又は、カメラ、電話、撮像装置（imager）若しくはビデオ
装置といった他のキャプチャ装置であってもよい。そのプリンタは、インクジェットプリ
ンタ、電子写真プリンタ、プレートプロセッサ、又は、ガラス、プラスチック、セル、紙
、布、及び金属といった材料を含む受け部材上に画像をプリント可能な、粉体塗装装置等
の他の装置であってもよい。これは、電子写真プリンタ、又は、デジタル画像を基材上に
プリントするためのプリントエンジンを用いて受け部材上にプリントするためのインクジ
ェットプリンタ又はプレートプリンタといった他のプリンタと共に、実現され、そのプリ
ントは、入力装置、プロセッサ、及びプリントエンジンを含む画像キャプチャ装置によっ
てキャプチャされたデジタル画像から複数のルック・アンド・フィール仕上げを用いてそ
の受け部材上にプリントを生成するために、当初のプリント設定と複数の変換からの選択
とに従って実行される。
【００３７】
　入力装置５４は、ＲＧＢコード化ピクチャエレメントを用いるキャプチャ装置によって
キャプチャされたデジタル画像５２からＲＧＢ入力装置プロファイルを受ける。ＬＣＵ又
はプロセッサ１２は、ＲＧＢ入力装置プロファイルを用いるＲＧＢコード化ピクチャエレ
メントを、その入力装置によって限定されるプロファイル接続空間（ＰＣＳ）コード化ピ
クチャエレメントに変換するために、上述のステップと共に用いられる。一対以上の変換
は、複数の写真処理装置ＲＧＢ変換から選択され、且つ、入力装置限定ＰＣＳにおけるそ
の変換後のＰＣＳコード化ピクチャエレメントを、写真処理限定ＰＣＳ空間の別のＰＲＣ
コード化ピクチャエレメントに変換するために用いられ、それにより、その写真処理限定
ＰＣＳ空間における原色のＰＣＳコード化ピクチャエレメントを調節することによって、
写真処理限定ＰＣＳ空間のＰＣＳコード化ピクチャエレメントを改善し、そして、修正措
置を決定する。これは、そのプリンタから（ある仕上がりを持つある受け部材上に）プリ
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ントされる場合に、色及び色調の再現のために補正される新たなデジタル画像をもたらす
。そのプリントエンジンは、その補正され変換されたデジタル画像をその受け部材上にプ
リントする。そのプリンタはまた、特定のルック・アンド・フィールのために、複数の仕
上がりのうちの一つを選択すべく、選択装置１７２を用いてもよい。プロセッサ１２は、
更に、計算された比色分析の差が予想範囲外となった場合に修正措置を決定するための品
質制御機能を実行するよう構成されてもよい。
【００３８】
　画像キャプチャ装置によってキャプチャされ、モノクロ又はカラー画像を受け部材上に
形成するプリンタでプリントされるデジタル画像を改善するための方法の別の実施例は、
ａ）色及び色調の複数の変換を提供するステップであり、そのような変換のそれぞれが受
け部材の仕上がりに特有のものであり、且つ、そのプリンタでプリントされた場合に写真
のようなルック・アンド・フィールを与えるために一以上の表面条件に対するＲＧＢコー
ド化ピクチャエレメントを用いてそのキャプチャ装置によってキャプチャされたデジタル
画像のために色を補正するところの色及び色調の複数の変換を提供するステップ；ｂ）一
つの後方色変換と一つの前方色変換とを含む一対の変換を複数の変換から選択し、そのデ
ジタル画像をプロファイル接続空間（ＰＣＳ）で表されるデジタル画像に変換するために
、そのように選択された変換を用いるステップ；ｃ）そのプリンタからある受け部材上に
ある仕上がりでプリントされるときの色及び色調の再現のために補正されるＰＣＳ空間に
おける新たなデジタル画像を創出するために、ＰＣＳ空間におけるその変換されたデジタ
ル画像を一以上のアブストラクトカラープロファイルに基づいて調節するステップ；ｄ）
その補正され変換されたデジタル画像をそのプリンタによってある受け部材上にある仕上
がりでプリントするためにそのプリンタを用いるステップ；並びにｆ）ユーザが受け入れ
可能なプリントが創出されるまでステップｂ）、ｃ）、及びｄ）を繰り返すステップ；を
含む。
【００３９】
　カラープリント改善システムを用いた色再現装置の制御方法は、画像キャプチャ装置に
よってキャプチャされたデジタル画像から複数のルック・アンド・フィール仕上げでプリ
ントを受け部材上に生成するために、カラー管理システムにプレロードされた複数の色変
換を使用する方法であって、色及び色調の複数の変換を提供するステップであり、そのよ
うな変換のそれぞれが受け部材の仕上がりに特有のものであり、且つ、そのプリンタでプ
リントされた場合に写真のようなルック・アンド・フィールを与えるために一以上の表面
条件に対するＲＧＢコード化ピクチャエレメントを用いてそのキャプチャ装置によってキ
ャプチャされたデジタル画像のために色を補正するところの色及び色調の複数の変換を提
供するステップと、比色分析を含む複数のルック・アンド・フィール仕上げの選択肢から
選択し、複数の変換から一対の変換を選択し、且つ、選択された仕上げを伴う受け部材上
における、現在の比色分析とあるプリントジョブのための名目上の予想比色分析との間の
色差を計算することによってその仕上げを伴うその受け部材上にそのプリンタからプリン
トされる場合に、色及び色調の再現のために補正される新たなデジタル画像を創出すべく
その変換されたデジタル画像を補正する前に、そのルック・アンド・フィール仕上げを実
現させるべくそのデジタル画像を変換するために、そのような選択された対変換を用いる
ステップと、を有する。調節が試みられた後、品質チェック１７４は、その計算された色
差が予想範囲内に収まるかを判定し、且つ、その補正され変換されたデジタル画像をその
プリンタによってある受け部材上にある仕上げでプリントするためにそのプリンタを用い
る前に、必要に応じて調節アブストラクトプロファイルを用いて再調節することによって
、必要に応じてそのプリンタからある受け部材上にある仕上げでプリントされるときの色
及び色調の再現のために補正される新たなデジタル画像を創出すべく、その変換されたデ
ジタル画像を補正する。上記ステップは、所望の結果を実現させるために必要に応じて繰
り返されてもよく、それにより、ユーザが受け入れ可能なプリントが創出されるようにす
る。様々な表面が、紙の仕上げ自体によって、或いは、塗布された光沢若しくは保護膜と
いったプリント前若しくはプリント中の様々な処理によって生じ得、また、それら表面条
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件は、最終的な見た目を変え、そして、上述のような追加的な調節を必要とし得る。カラ
ープリント改善システムは、様々な表面処理及び表面条件を取り扱うので、それは、様々
な仕上がりを持つ様々な紙の受け部材によく適しており、ガラス、織物、金属といった他
の受け部材、及び、粉体塗装といった他のトナーについても同様である。
【００４０】
　それらカラープロファイルのタイプは、業務用印画紙のトーンスケール、カラーバラン
ス、色相、及び彩度の最も近い再現のために調整された一プロファイル、並びに、写真出
力ではあるがそのプレスで利用可能なより大きな“ポップ”を伴う画像を好む顧客及び専
門家のための原色におけるより高い彩度を伴うトーンスケールシミュレーションのために
調整された第二プロファイルを用いた、最適な写真出力性能のために設計される点に留意
すべきである。そのプロセッサは、ある受け部材のための写真のようなルック・アンド・
フィールを実現させるために、最適な変換を自動的に選択することができ、以前の選択か
ら累積的に得られた測定値を組み合わせることができる。そのシステムは、関連情報の一
部又は全部を一以上の遠隔プルーフィング装置（遠隔ユーザによって用いられ、ユーザ対
話型装置を用いる品質保証のための校正されたモニタ（ソフトプルーフ）及びプルーフプ
リンタ（ハードプルーフ）を含む。）に送信するための送信機を含み得る。
【００４１】
　全ての実施例は、上述のステップを用いてメモリ感応型カラーといった処理感応型カラ
ーを自動的に補正するために、上述の色補正処理を論じる。それらステップの全部又は一
部は、そのプリンタのＬＣＵメモリに保存され得る。それらステップの一部が適切なオペ
レータ対話型コントロールで置き換え可能なことは当業者にとって明白である。
【００４２】
　本発明は、特定の例示的な実施例を参照して説明され且つ図解されたが、本発明がそれ
らの例示的な実施例に限定されることを意図しない。当業者は、特許請求の範囲で定義さ
れるような本発明の真の範囲及び精神から逸脱することなく、変形及び改良が為され得る
ことを認識する。従って、添付の請求項及びその均等物の範囲内に収まるそのような変形
及び改良の全てを本発明の範囲内に含むことを意図する。
【符号の説明】
【００４３】
　Ｍ１～Ｍ５　カラートナーモジュール
　１０　　　　プリンタ装置
　１１　　　　運搬ウェブ
　１２　　　　論理制御ユニット
　１４　　　　メータ
　１６　　　　メータ
　２０　　　　カラープリント用モジュール
　２２　　　　主要帯電サブシステム
　２４　　　　表面
　２６　　　　光伝導性画像化部材
　２８　　　　露光サブシステム
　３０　　　　現像サブシステム
　３２　　　　転写部材
　３４　　　　転写ニップ
　３６　　　　表面
　３８　　　　第二転写ニップ
　４０　　　　受け部材
　４２　　　　受け部材
　４４　　　　分解画像
　４６　　　　バックアップローラ
　４８　　　　電源
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